
私は、大学でインダストリアルデザインを
学んだ後、現在のTOTO 株式会社、東陶
機器株式会社に入社しました。もともとは
グラフィックデザインに憧れていたのです
が、大学で立体のデザインに出逢い、三次
元の表現の幅広い可能性、工業製品として
人々の生活に役立ち、世間から評価を得ら
れることに魅力を感じ、インダストリアル
デザイナーの道を選びました。
当時は、ちょうど男女雇用機会均等法が施
行された頃で、男女の隔たりなく仕事がで
きる環境を逸早く整えた会社で仕事できた
ことは、デザイナーにとってとても幸せなこ
とでした。ご存じの通りTOTOは、トイレ、
バスルーム、キッチンなどの水まわりに関す
る製品を幅広く扱っています。生活用品の
開発は、やはり毎日コンスタントに扱う女性
の視点が欠かせないと思います。掃除機を
例にとると、男性は機能とか吸引力などの
スペックを考えてしまいがちです。しかし、
毎日使う女性の立場からすると、軽さや動
きまわりやすさ、収まりのよさに目がいきま
す。毎日使い続けるために必要なこととい
うのは、女性ならではの視点が重要になっ

てくるわけです。TOTOでは、さまざまな
プロジェクトに関わらせてもらい、デザイン
することが楽しくて気がついたら20 年経っ
ていました。その間、さまざまな製品でグッ
ドデザイン賞をいただくことができました。

現在、私はデザイン工学科において、エモー
ショナルデザイン研究室を開設しています。
感性デザイン学に基づき、「美しいもの、
心地よいものには理由がある。それを工学
的に解明する」をテーマに、形状が人の感
性に与える影響について研究を進めている
ところです。
研究においては、人間が感じる「心地よさ」
をどのようにデザインに落とし込み、製品
の魅力を高めることができるかを考えてい
ます。人は良くも悪くも、多少の不便さや
心地悪さがあっても、すぐに慣れてしまい
ます。そこで私は、人が気づいていないが、
感じている繊細な使い心地を見出して、よ
り新しい心地よさを盛り込んだ提案をした
いと思っています。
たとえば、背もたれをつけた、身体にフィッ
トする浴室用の椅子の開発では、物理的、

精神的両面から快適感を把握しデザイン
に盛り込みました。また、産学連携の取り
組みとして、高齢者と幼児で遊ぶことので
きる、双方の機能訓練に有効な玩具の研
究も行っています。これは、核家族化、少
子化により地域でのつながりが希薄にな
り、子どもが社会性を育む場が失われる一
方、高齢者が社会的な役割りを担う機会が
減少し、孤立化、生きがいの喪失が進んで
いることに対する取り組みとして、埼玉県
のコミュニティーハウス・ババラボとのコラ
ボレーションで進行中の事案です。会話を
交わしながらマグネットパーツによる地図を
作っていくという玩具で、脳の活性化が促
進されたというデータがとれたので、製品
化を図っているところです。

今後は、光や音、触覚など複合の感覚をど
ういう組み合わせだと、どのように感じる
のか、そうした、まさにエモーショナルな
研究を行っていきたいと考えています。
すでに多くのモノが溢れている現代では、
バーチャルな体験で満足してしまう若者も
増えてきています。もう一度自然に還って、

自然素材というものを認識することや、風に
そよぐ草の音、家がきしむ音など自然体験か
ら感じることを再認識したうえでの、デザイ
ン提案が重要ではないでしょうか。匂いとか
風、温度などその場に行かなければわから
ない、さまざまな感覚を刺激するような生活
空間であったり、生活の端々で自然を感じら
れるような製品づくりなどが、これからの未
来に求められてくるのだと思っています。

TOTO 株式会社で 20 年間、水まわりの製品、空間をデザイン。
その実績をもとに、エモーショナルデザイン（感性工学）に取り組み、人が心地よく感じるデザインを研究。

女性ならではの視点で
水まわりをデザイン。

デザイン性だけでなく心地よさを
追求するエモーショナルデザイン。

自然をお手本に、音や触覚など
人間の感覚に踏み込んだデザインを。

心地よさ、使いやすさをデザインする。
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東京芸術大学美術学部デザイン科インダストリ
アルデザイン専攻卒業。1988 年東陶機器株式
会社（現 TOTO 株式会社）入社、商品研究所生
活研究課にて生活トレンド研究、商品企画提案。
1991年より同社デザインセンター第一デザイン
課にてネオレストのデザインを手がける。以降、
便器、水栓金具、洗面器などのデザインに携わる。
グッドデザイン賞受賞。2000 年より同社デザイ
ンセンター第二デザインGにて洗面化粧台、浴室、
浴槽、キッチンのデザインに携わる。後、グルー
プリーダー、デザインディレクター職に。2008年、
TOTO 株式会社退社。芝浦工業大学システム工
学部機械制御システム学科教授に就任。2009
年、同学デザイン工学部デザイン工学科教授に就
任。2009 年度グッドデザイン賞審査委員、日本
デザイン学会、日本感性工学会会員。以降、特
許庁意匠制度小委員会委員、日本デザイン学会理
事等を歴任。

Nor iko Hashida 

プロトタイプ　座面を本の様にめくり、色柄を変えて楽しむと同時に、体に合っ
た座面高さを手軽に調整できるユニバーサルデザインチェア・クッションの差し
替えは背もたれバーを取り外して簡単にできる。

Current ／ TOTO 株式会社　水の流れによって海底にできる水紋をモチーフ
にした浴槽。使用者が水との一体感を感じられるようにデザインした。

開けやすい食用瓶 ／ 柏洋硝子株式会社　女性や高齢者など力の弱い方でも開け
やすく、魅力的な瓶の形状を追求した。ＴＶ東京ＷＢＳ「トレたま」で紹介された。

Mapping Puzzle ／ ババラボ　高齢者と幼児で遊ぶことのできる、双方の機
能訓練に有効な玩具の研究。

Retto High Chair & Square Pail ／ 岩谷マテリアル株式会社　入浴好きな
日本人のために、美しい風呂椅子が必要だと考えた。身体的かつ視覚的な心地
よさについて様々な実験を行い研究した。

11 12

アルデザインを
式会社、東陶
た。もともとは
れていたのです
に出逢い、三次
工業製品として
から評価を得ら
インダストリアル
た。
用機会均等法が施
たりなく仕事がで
会社で仕事できた
ってとても幸せなこ
TOTOは、トイレ、
どの水まわりに関す
います。生活用品の
ンスタントに扱う女性
思います。掃除機を
能とか吸引力などの
いがちです。しかし、
からすると、軽さや動
りのよさに目がいきま
ために必要なこととい
はの視点が重要になっ

子教授

デザイン科インダストリ
。1988 年東陶機器株式
社）入社、商品研究所生
ンド研究、商品企画提案。
インセンター第一デザイン
デザインを手がける。以降、
器などのデザインに携わる。
賞。2000 年より同社デザイ
ンGにて洗面化粧台、浴室、
ザインに携わる。後、グルー
ディレクター職に。2008年、
社。芝浦工業大学システム工
テム学科教授に就任。2009
工学部デザイン工学科教授に就
ッドデザイン賞審査委員、日本
本感性工学会会員。以降、特
員会委員、日本デザイン学会理

a

私は、大学でインダストリア私は、大学でインダストリアル私は、大学でインダストリア私 アル私私私 、は、私 ア
学学学んだ後、現在のTOTO 株式学んだ後、現在のTOTO 株式式株式株式
機器株式会社に入社しましたたたた
グラフィックデザインに憧れれれれ
が、大学で立体のデザインににに
元の表現の幅広い可能性、工工工
人々の生活に役立ち、世間か間
れることに魅力を感じ、イイイ
デザイナーの道を選びましたたしたした
当時は、ちょうど男女雇用用用用
行された頃で、男女の隔た隔た隔た隔た
きる環境を逸早く整えた会会会会
ことは、デザイナーにとっっっ
とでした。ご存じの通りTTT
バスルーム、キッチンなどどどど
る製品を幅広く扱っていいい
開開開発は、やはり毎日コンン開開開発 ン開開発 ン開 ン
のの視の視の視視視点が欠かせないと思思のの視の視 思の 思
例例例例ににとると、男性は機能例例例に例例例に 能例 能
スススペックを考えてしまいいスス いス いい
毎毎毎日使う女性の立場かか毎毎毎 か毎毎
ききききまきまわりやすさ、収まりりき りきま りき
すすす。毎日使い続けるたたすすす
うのは、女性ならでははは

女性ならではの視点で女性性女性
水まわりをデザイン。水水水水水

橋田 規子子子子子

東京芸術大学美術学部部デ部
アルデザイン専攻卒業。業。。
会社（現 TOTO 株式会会社会社
活研究課にて生活トレンンン
1991年より同社デザザイザイザイ
課にてネオレストのデデデデ
便器、水栓金具、洗面器面器
グッドデザイン賞受賞賞賞
ンセンター第二デザイン
浴槽、キッチンのデザザザザ
プリーダー、デザインデデデデ
TOTO 株式会社退社社社
学部機械制御システテテテ
年、同学デザイン工工学工
任。2009 年度グッッ
デザイン学会、日本本本
許庁意匠制度小委員員員
事等を歴任。

Nor iko Hashida

11

2015年度 芝浦工業大学 男女共同参画推進室 秋のシンポジウム の開催
IEEE JC WIE 10th Anniversary　女性が拓く未来のテクノロジー Women in Engineering 2015

建築史を専門分野とする伊藤先生。過去の建物や町並みについて、どのように作られ使われ

ていたのかを調べ、その歴史的価値を見いだすとともに、先人のノウハウを現代に生かすための

研究を行っています。その取り組みは研究室の枠を越え、文化庁の文化審議会文化財分科会で

の活動をはじめ、文化庁世界遺産委員会や埼玉県・山梨県・さいたま市・甲府市・早川町の文化

財保護審議委員会などへと広がるばかり。「いい資料に出会った時のワクワク感は、なんとも言

えないものがあります。研究室ではお城の復元などを手掛ける学生もいます。先人たちの知恵

と技術にふれることができるのが、建築史研究の面白いところです」。枚挙にいとまがないこれ

までに調査した歴史的建造物の話になると、熱を帯びる先生の研究の原動力は、もっと知りた

いという好奇心と、仕事を支えてくれる家族の存在にあるようです。同じ分野を専門とする研究

者であるご主人とは、研究においても家庭生活においても支え合える関係だとか。家事をこなし

家族の顔を見ることが、忙しい毎日においてストレス解消につながっているそうです。

芝浦工業大学女性教員研究紹介「未来は私たちの手でつくる」の第二弾の冊
子ができあがりました。巻頭では、「より豊かな未来のために」と題して、それぞれ
の分野で最先端の研究に取り組む女性研究者へのインタビューを特集していま
す。その取材時に垣間見ることのできた、忙しい研究生活の中での日常など、先
生方の横顔をご紹介します。

芝浦工業大学男女共同参画推進室ニュースレター　Vol.3

発行者／芝浦工業大学男女共同参画推進室　〒337-8570 埼玉県さいたま市見沼区深作307

TEL. 048-720-6440　E-mail: desk-gequality@ow.shibaura-it.ac.jp　http://plus.shibaura-it.ac.jp/diversity/

特集

　芝浦工業大学の男女共同参画、そしてDiversity & Inclusion推進の強い決意を乗せて、男女
共同参画推進室ニュースレター創刊号をお届けします。手にして下さる皆さまからご意見を頂きなが
らニュースレターをより良いものへと育てていきます。

芝浦工業大学男女共同参画推進室入試・広報WG責任者　小野 直樹

2015年10月17日（土）、芝浦キャンパスで、IEEE JC WIE（The Institute of Electrical 
and Electronics Engineers Japan Council Women in Engineering）主催シンポジウム
「女性が拓く未来のテクノロジー Women in Engineering 2015（WIE2015）」が開催された。
芝浦工業大学はこのシンポジウムを「2015年度 芝浦工業大学 男女共同参画推進室 秋のシンポジ
ウム 」として共催した。シンポジウムの趣旨は、新進気鋭の女性技術者・研究者の技術開拓・研究開
発の紹介を通じて、社会課題を解決し未来を拓くテクノロジーの可能性と魅力を発信することである。
参加者は80名であった。
シンポジウムは、石川佳寿子第5代会長の開会挨拶と続くIEEE JC WIE関係者の10周年記念の

メッセージを以て開会した。

［第一部］ 講演　基調講演

はじめに水本伸子（株）IHI執行役員・グルー
プ業務統括室長による基調講演「技術から経
営へキャリアをつなぐもの」が行われた。自身
の入社後の配属／職位／業務の時系列を辿
り、経営者となるまでの各立場での業務経験が
どのような力量開発機会となったかを振り返
り、次のように述べられた。昇進とは課題形成、
洞察、論理的戦略において現状に甘んじないこ
とである。経営者が考えるべきは進むべき長
期ビジョンと資源配分である。組織内で女性の
登用・活躍のパイプラインを築くには、女性の
採用、就業継続支援、積極的登用・メンター・
ロールモデル・ネットワーク等によるキャリア形
成支援、部門長層の育成意識づくり等をパッ
ケージとして展開していく必要がある。そして、
WLBを重視して効率よく働く女性たちの存在

編
集
後
記

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」（一般型）　　Gender Equality Promotion Office, SHIBAURA INSTITUTE OF TECHNOLOGY 2016.2
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研究者の横顔

工学部建築工学科 教授

伊藤 洋子

植物に微量に含まれている成分であるファイトケミカル、その中でも特にポリフェノールが身体

に及ぼす作用について研究を進める越阪部先生。実は、チョコレートに含まれるポリフェノール

に世界で初めて着目したのが越阪部先生でした。2013年には、マウスの実験によりポリフェノー

ルがエネルギー代謝を促進する“ミトコンドリア”の新生を促すことを解明し、メタボリックシンド

ロームのリスク因子の改善にポリフェノールが関わるメカニズムを実証することに成功しました。

現在は、多くの企業との共同研究で紅茶やりんご、紫の野菜などに含まれるポリフェノールの評

価実験を行っています。仕事の息抜きは？ との問いには「基本的に家事は嫌いじゃないので、休

みの日には結構キッチンに立って料理に勤しんでいます」との答えが返ってきました。子どもが小

さかった頃には、職場から急いで保育園のお迎えにも行っていた先生。頭を切り替えて子どもの

相手をすることがプラスに働いたそうです。上手にオン・オフを切り替えることと、適度にワイン

からポリフェノールを摂取することが、越阪部先生の研究が上手くいく秘訣の秘訣のようです。

システム理工学部
生命科学科 教授

越阪部 奈緒美

コンピュータの創生期にコンピュータを学び、長年、企業で研究・開発に携わってきた大倉先

生。現在は、情報工学の分野で、「もっと日本を元気にしたい」という考えのもと、『わくわく』す

るインタラクティブシステムの研究や、製品やサービスのユーザビリティのあり方の研究に取り

組んでいます。常に第一線で仕事をしてきた先生には、出産や子育てが契機となる転身があり

ました。そうした中で一番の転機となったのが、ご主人が博士号を取得したことでした。「え、

えっ！ 私だってドクター取りたいじゃないかと思って、勤めていた会社を3年間休職して東大の

博士課程に進学しました」。博士号を取得した時に、あなたにとって博士号は飾りなのかと、あ

る先生に聞かれたそうです。「結構なショックを受け、ならば以前からやりたかった『人に教える』

仕事に就こうと芝浦で教員になったのです」と、小柄な先生の印象からは予想外の負けん気の

強さがうかがえました。以来、持ち前の好奇心で、多くの利用者にとって『わくわく』を感じるこ

とができるさまざまなシステムや製品をつくりだす研究に取り組んでいます。

工学部 情報工学科 教授

大倉 典子

そのものが企業の変革をけん引する、女性たち
よ、挑戦が拓くチャンスを捉えよ、と締めくくら
れた。

［第一部］ 講演　技術講演

次いで、次の3名の気鋭の女性研究者による
技術講演が行われた。
１．ミクロな泡の道具をつくる～針なし注射器
によるバイオメディカル応用～ 山西陽子 
芝浦工業大学機械工学科准教授

２．みんなの会話を聞き取るコンピュータを目
指して～音声インターフェイスを支える音響
信号～ 荒木章子 NTTコミュニケーション
ズ科学基礎研究所メディア情報研究部主
任研究員

３．地上と空からのセキュリティシステム～
NASAでの未来の防衛技術の開発～ 岩下
友美 九州大学大学院システム情報科学研
究院准教授
山西准教授針は、「針なし注射器」の気泡技

術、荒木主任研究員は、日常環境下で会話中の
複数の人の音声を集音・識別する技術、岩下准

教授は、影生体情報を用いた歩容認証体や追
跡軌跡を用いた検出・追跡手法、それぞれの画
期的な技術開発とその広範な分野への応用可
能性を語られた。文字通り、未来を拓くテクノ
ロジーにワクワクした。

［第二部］ ラウンドテーブルトーク

村上雅人学長の共催者挨拶で始まった第二
部は、「女性エンジニアのキャリア形成」等8つ
のテーマグループに分かれてラウンドテーブル
トークが行われた。いずれのグループも、ファ
シリテーターのもと、熱心に意見が交わされた。
國井秀子男女共同参画推進室長が、実り多
いシンポジウムを締めくくった。
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男子 女子

２０１5年度の主な活動
２０１5年４月から11月までの

男女共同参画推進室の主な活動を紹介する。

年間を通じた活動

数字でみる
芝浦工業大学の男女共同参画

常勤教員の女性割合は

女子学生比率（学部/大学院別）は

ソフトウェア工学教育支援研究

情報システム工学研究室（大倉研究室）の研究紹介

理系女子×女性教員PBL Fab Girl Projectの提案

現代女子学生のライフコース展望-大学生調査の結果から

女性コミュニティを活用した産学連携活動

ソフトウェアプロダクトライン開発のためのスケーラブルなモデリング手法

英語学術論文中の人称代名詞の分析

ソーシャルスキル教育:人間関係の力、コミュニケーションの力を育てる教育とは？

理工系大学における多文化共生の課題と可能性

建築史―理系の史学―

3Dプリンターを用いたものづくり

ポリフェノールと生活習慣病

A Brief History of My Research and More

生命の始まりおよび終わりにおける法と倫理

エスノグラフィを応用する技術経営

経営学教員が工学部大学で貢献できることは何か

都市における身体性

「地域住民のための豊洲子育て懇談会 ～家庭と職場の両立を考える～」と

題し、子育てと職場に日夜奮闘されている企業のパパ、ママを講演者にお

迎えし、ためになるパネルディスカッションと楽しい手品の時間を過ごしま

した。

大宮祭展示風景展示

男女共同参画研究支援員研修風景

相談ブースの風景

育児・介護等により研究のための時間が制約される女性

研究者の研究時間を確保し、育児や介護と研究の両立、

研究水準の維持をはかるため、該当の女性研究者に「男

女共同参画研究支援員」として大学院生を配置してい

る。４月から１２月までの間、６名の女性研究者に１１名の

男女共同参画研究支援員を配置した。男女共同参画推

進研究支援員にとっても成長の機会となるよう、月１回、

「男女共同参画研究支援員研修」を実施している。

女性教員の割合は2年間で1.5倍に増加し、工学系研究者

に占める女性割合の全国値9.8%（2014年）を上回った。

女性教員のいない学科数（学部）は
女性教員のいない学科数は、2年間で半減した。

女子学生比率（学部/大学院別）は
学部、大学院とも女子学生の割合は増加傾向にある。

女子学生の割合は学部によってかなり異なる。学科別では、

最も女子学生割合が高いのは生命科学科31.3%、最も低

いのは電気工学科3.6%とさらに幅がある（2015年）。

男女別大学院進学率
大学院への進学率にはなお男女差があるが、

年々少しずつ差が縮まっている。

5
May

大学開放デー
［7日］

5月7日（水）豊洲キャンパスで、2015年

度第1回（通算第10回）「女性教員の集

い」を開催し、今年度新たに着任された

女性教員への男女共同参画推進室の活

動の紹介・説明と意見交換を行いました。

女性教員の集い
［7日］

5月31日（日）、大宮キャンパスで開催さ

れた「芝浦工業大学第20回大宮祭」に

併せ、男女共同参画推進コーナーを開

設し、来場者への説明と資料配布を行

いました。

大宮祭での
男女共同参画推進コーナー

［31日］

第21回ホームカミング・ディには昨年に引き続き女性

卒業生全員が招待された。男女共同参画推進室と

Shiba-joプラチナネットワークの共催コーナーで、パ

ネル展示、Shiba-joプラチナネットワークの紹介、女

性卒業生同志の懇談を行った。

第２１回ホームカミング・ディでの活動
［21日］

男女共同参画推進ポスターの最優秀賞各1点

を選定し、採用した。

男女共同参画推進ポスターの学内公募

現役芝浦工業大学女子学生が語る講演

会と交流会が開催されました。中学三

年生から高校三年生まで60名近く集ま

りました。

芝浦工業大学柏中学高等学校
「理系女子講演（交流会）」

［27日］

「オープンキャンパス２０１４」
での活動

［3日（大宮キャンパス）、23日・24日（豊洲キャンパス）］

［7月20日～ 10月2日］

パネル「女性の活躍が芝浦工業大学を救う」を展

示し、女性教員および女子学生による「女子高生

向け相談ブース」を開設した。

芝浦工業大学秋のシンポジウムをIEEE WIE JC
 “WIE 2015”と共催で開催

［17日］

芝浦キャンパスにて、秋の男女共同参画推進シンポジウムをIEEE WIE JCと共

催で開催し、「女性が拓く未来のテクノロジー」と題し、活発な議論が進んだ。

● 男女共同参画推進ポスター
　 作者：デザイン工学科4年　西山　凌

ライフイベント中の女性研究者への男女共同参画研究支援員の配置

女性教員の集い（2015年）
教員の１割にすぎない女性教員間のつながりを深め、専門を異にする研究者の対話から新たな研究が創

出されることを期して、研究交流会「女性教員の集い」を開催してきた。

開催日 研究報告者 報告題名

3/25

5/8

6/18

7/9

9/16

10/22

11/12

12/16

松浦佐江子 教授

大倉典子 教授

菅谷みどり 准教授

谷田川ルミ 准教授

橋田規子教授

野田夏子准教授

川口恵子教授

岡田佳子准教授

ウォント盛香織准教授

伊藤洋子教授

芹澤愛助教

越阪部奈緒美教授

山崎敦子教授

本田まり准教授

平田貞代准教授

加藤恭子准教授

大成優子准教授

大学解放ディ

シンポジウム会場風景

授業風景

今年の最優秀ポスター

11
November

2013- 2015

8.8%

8
August

9
September

2013

10%

2014 2015

2013

2013

2014 2015

2013 2014 2015

12.1%

17

〈37/301人〉

〈26/295人〉

〈31/310人〉

学科

8
17 学科
7

17 学科
4

23.1%
29.2%

23.3%
29.8%

20.2%

30.6%

2014 2015

10.3%

13.7%

9.5%

13.8%
11.5%

14.5%

2013 2014 2015

学部

25.9%

15.3%

11.4% 12.1% 12.5%

15.6%14.6%

24.6% 25.1%

大学院

デザイン工学部 システム理工学部 工学部

6
June

10
October

オープンキャンパスでのパネル展示
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